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●来場者は年々増加 ●●来来場場者者はは年年々々増増加加  

今日も展示室では、総合学習で訪れた地元の中学

生が、センター自慢の魚たちに興味を示し、スケッチ

したり、漁具の使い方の説明を熱心に聞いています。 

現在の「展示室」は旧内水面漁業研修所だった施設

内の実験室、それも一部の水槽展示コーナーとしてスタ

ートし、今年で 12 年目を迎えました。 

 

熱心に聞く生徒たち

講義室で説明する担当者（村田） 

特に宣伝等はしておりませんが、口コミによる来場者が多く、大人から子供ま

で年間 800 人以上が見学に訪れています。最近ではホームページを開設した影響からか、見学者も増え

ています。 

◇ 

●入り口ではアユたちがお出迎え!? ●●入入りり口口ででははアアユユたたちちががおお出出迎迎ええ!!??  

研修施設玄関前では、「展示室」と書かれた粗末な手作りプレートに落胆

（？）しつつ展示室に入ると、意表をつかれるように正面には大きな円形水槽

（500 ㍑）が左右に鎮座し、中で泳ぐアユ達（季節により魚種は変わります）に

出迎えられると意外な驚きが生まれるのではないでしょうか。 

室内の広さは約 80 ㎡（27 坪）あり、中央付近に２列になった水槽群が並び、壁

際周囲のすべてに水槽、漁具が展示されています。左右の展示物を見学しながら、室内を一巡できるよう

な工夫を凝らしています。 

ミドリガメを観察中！ 

一般に親しまれているコイ、フナ、ドジョウは元より、見かけることの少なくなったタナ
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トケドジョウ、ウナギ、ナマズ、ウグイといった養殖魚、沼

ツゴやテナガエビなど、メインとなる水槽展示では県内に

に約５０種を見ることができます。 

ではオオクチバス、ブルーギルといった外来種の移入に

れていますが、移入種のみならず在来環境が大きく変化

環境の変化に影響を受けています。これらの魚たちが生

興ではないでしょうか 

にてビデオ上映を行い、センターの仕事、千葉県の内水

で、展示室を見学してもらっています。 

◇ 

あり ありり  

問をみなさんにしたいと思います。魚の年齢はウロ

きます。では、「魚の尾は体のどこからでしょうか？」 
での漁業の重要種で

生息している淡水魚
よりメダカ、タナゴ類

し、魚に限らず昆虫、

息している環境を「ち

面漁業、養殖の状況
タウナギ（夜行性です） 



もし、お解りにならないようでしたらその答えは当センター内展示室にあります。 

秋も深まり清々しい時期を迎えています。印旛沼周辺の散策などにお越しの節は、ぜひ当センターへの

ご来場をお待ちしております。 


